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里海概念の共有と深化

九州 大 学応 用 力 学 研 究 所 所 報 第138号(33-36)2010年3月

柳 哲雄*1

(2010年1月29日 受 理)

1.は じめ に

「日本における里海概念の共有と深化」と題するシ

ンポジウムが2009年10月9日(金)、 九州大学応用

力学研究所で開催された(図1)。
"里海"という言葉は活字としては柳(1989)1)に より

初めて用いられたが、2000年 以降 日本 各地で沿岸

海域を保全しようという住民運動が起こり、里海 という

言葉を使う個人や団体がいくっか現れた。しかし、そ

れぞれの個人 ・団体で使われている里海という言葉の

定義や意味は必ずしも同一ではない。何を指して里

海と呼ぶのか、里海創生にはどのような活動が必要な

のか、などに関する共通理解は未だ得られていない。

このような状況 のもと、日本で里海 をいう言葉を使

用したことのある、また使用 している、個人や団体の

代表 に一同に会してもらい、里海という概念の共有を

はかり、さらに深化させて、沿岸海域の海域環境保全

活動をより有効に進めようというところに、このシンポジ

ウムの狙いがあった。

以 下、このシンポジウムでの各発表者の主な発表

内容と討論 内容を紹介し、里海概念 ・里海創生運動

の今後の展望を述べる(以 下敬称略)。

2.そ れ ぞれ の 里 海

2.1沖 縄の里海
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応用力学 研究所W601号 室

座長 柳 哲雄(九 大 ・応力研)

9:30・10:00鹿 熊信一郎(沖 縄県)「 趣旨説明と沖縄の里海イノー」

10:00・10;30上 村真仁(WWFサ ン ゴ礁保護研 究セ ンター)「 石垣島白保コミュ

ニテ ィによる里海の再生～伝統漁具"海 垣"の 復元 とサンゴ礁保全

～」

10:30・11:00足 利由紀子(水 辺に遊ぶ会)「 豊前海 ・中津干潟里海 里浜活動」

11:00-11:30神 田 優(黒 潮実感センター)「 海の中の森づ くり」

11:30・12;00松 田泰明(雄 島漁協 ・米が脇支所)「 漁師 と友だち」活動

12:00・】3;00昼 食

座長 松田 治(瀬 戸内海研究会議)

13:00・13:30金 萬智男(東 京湾に打瀬船 を復活 させる会)「 市民との協働による

東京湾の里海復活」

13:30・14'00乾 政秀(水 土舎)「 漁業者による地先生態系保全の活動 と里海概

念への接近一青森県尻屋地区に学ぶ 一j

14:00・14:30中 島 満(ま な出版)「 うつ りゆくこそ里の海なれ一 里海 とロー カ

ルノレー1レ]

14:30-15:00新 井童吾(海 藻研究所)「 植物生態学視点から見た里海 とその管理

技術」

15:00・15:30休 憩

座長 鹿熊信一郎(沖 縄 県)

15=30・16;OO印 南敏秀 〔愛知大学)「 モ ク(水 草 ・海 草 ・海藻)と 里海 」

16:00・16:30瀬 戸山玄(ド キュメンタ リスト)「雑魚 と地域経済j

】6;30-17:00松 田 治(瀬 戸内海研 究会議)「 里山 ・里海SGA」

17=00・]7:30柳 哲雄(九 大 ・応力研)「 人手と生物多様性」

17:30・18'00総 合討論(座 長:鹿 熊信 一郎 ・柳 哲雄)

18:00・20.00懇 親会

図1「 日本 にお ける里 海概 念 の共 有と深 化 」
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最初 に本 シンポジウムのコンビーナを務めた鹿熊

(沖縄 県)は このシンポジウムの狙いを紹介するととも

に、沖縄 では里海概念 を用いた沿岸海 域管理を行

おうとしていることを述べた。鹿熊は 「人々がサンゴ礁

と密接 に上 手に関わっている海」を里海 と定義する。、

これはイノーと呼ばれるサンゴ礁 の砕 波帯と岸の間の

静穏海域がコモンズとして利 用されてきたという沖縄

の歴 史(玉 野井、1995)2)を踏まえている。すなわち、

昔から沖縄では、沖合の水産資源 は専業漁業者が、

地先のイノーの水産資源 は村落の人々が利用してき

た。ところが、シャコガイ・サザエ・タコ・ウニ・ヒトエグサ

などイノーの定着性 水産 資源 は共同漁業権の対象と

なっていることが多いため、原則として漁協組合員 に

採捕の権利がある。このため、イノーでは時として、慣

習と漁業権の対立が生じてきた。

特に現在、イノーの水産資源 は急激 に減少してい

て、サンゴ礁そのものも衰退している。鹿 熊は里海概

念を普及させることで、イノーの水産資源とサンゴ礁を

回復 させたいと考えている。

2.2白 保の 里海

上村(WWFサ ンゴ礁保護研究センター)は 、石垣

島 白保集落では地先のイノーの環境保全と水産資源

再生のために、2005年"白 保魚湧く海保全協議i会"

を立ち上 げ、漁業者 ・観 光事業者 ・農 業者 ・畜産業

者が協働 し、伝 統的 な定 置漁 具である海 垣(な が

き):石 干見を復元した(上 村、2007)3)ことを報告した。

協議 会では、その他 、1)農地からの赤土流 出を防止

するため畑の周囲に月桃(げ っとう:しょうが科の多年

草)を 植 え、2)イノー内にヒメジャコの稚 貝を放流し、

禁漁 区を設置するとともに、3)"サンゴ礁観 光事業者

の自主ルール"と"白 保 へお越 しの皆さまへ(観 光マ

ナー集)"を まとめた白保憲章を制定した。上村の里

海の定義は「持続的な資源利用の知恵を持ち、多様

な生態系サービスを暮らしに取 り入れることのできる

人と海との良好な関係が成り立っている状態」というも

のである。

2.3中 津 の里海 里 浜

足利(NPO法 人 ・水辺に遊ぶ会)は 、瀬戸内海西

部の中津 干潟はかつて、春秋の遠足 の場・夕飯のお

かずをとる場・風 呂の焚き付けの拾い場、などとして地

元の人 々にとって親しい場であったが、近年、豊かに

なった人々から忘れられ、ごみが捨てられ、「行っては

いけない」・「不要なので埋める」場と化した、と報告し

た。水辺に遊ぶ会は、「海と人の心の距離をもっと近く

する」ために、自然観察・調査(生 物 ・漂着物)・海岸

清掃・漁業体験、など様々な活動を行っている。

特にササヒビ復元活動が特徴的である。ササヒビは

干潟面に数百mに わたり生垣状に竹を設置した一種

の石干見で、昭和40年 頃までは十数基のササヒビが

中津干潟に存在 していた(ノリ網 の普及で現在は撤

去されている)。ササヒビ周辺 にはアサリ・ハマグリを初

め、エビ・カニなど多様な生き物が蝟集し、地域の子

供たちはこれらを採取することで小遣い稼ぎをしてい

た。ササヒビは魚を捕るばかりでなく、生物多様性も高

めている。ササヒビ設置 にあたっては、漁業者 が里山

に赴き、地主と交渉して山仕事や農業を生業とする

人々が竹を切りだし提供するという、海 と山のネットワ
ークが成立していた。同時 にササヒビ1基 あたり数万

本 の竹を利用することで、里 山の竹の繁茂を抑制す

る効果がある。中津の山と海 は「適度 に人手を加える

ことで生産の場が良好に保たれる」里山・里浜 ・里海

の好例である。

水辺に遊ぶ会(NPO)・ 行政・漁業者の協力により、

2008年 に中津干潟でササヒビ復元が行われた。2012

年までの5年 間のササヒビ設置期間に、干潟漁場の

機 能向上・二枚貝幼生沈着促進 ・生物 多様性 の創

出・子供たちへの環境教育 ・竹の再利用などが試み

られる予定である。

足利の里海は「生きものが元気、子供たちが元気、

そして漁師さんが元気な海」というものである。

2.4高 知柏 島 の里 海

神田(NPO法 人・黒潮実感センター)は 、「島がまる

ごと博物館」と考える高知県大月町柏島で、「人が海

からの豊かな恵みを一方的に享受するだけでなく、人

もまた海を耕し、育み 、守る」里海を創 生するために

行っている様 々な取り組みを紹介 した。特に、海を耕

すためのアオリイカの人工産卵床 設置事業は興味深

い。

アオリイカ(モイカ)は 春先に柏島のホンダワラなど大

型海藻に産卵にやってくるが、ここ数年柏島では磯焼け

が広がり、アオリイカの漁獲が急減している。そこで、ダイ

バー・漁業者 ・林業者 ・子供たち・行政 ・NPOが 協働 し

て、アオリイカの人工産卵床設置事業を実施した。林業

者 の世話 により山から切り出したシバ(木 の小枝)を 、ダ

イバーが海底 に打ち込んだ鉄棒 にくくりっけ、アオリイカ

の人工産卵床を作成した。これまではシバに石をくくり

つけて海 中に放り込んだだけの人工産卵床だったので、

潮流によりシバが流されたり、卵嚢がちぎれたりして効率

がよくなかった。今回、固定式人工産卵床を採用したこ

とで、ひとっのシバに数千から一万五千の卵嚢が産みこ

まれ、全国一の成 果をあげることができた。海 洋研究者



(神 田)による効果的な人工産卵床の場所選定、ダイバ

ー・漁業者・林業者の協働作業による設置という連携の

成 功も大きな成果である。さらに子供たちには、「海の中

の森 づくり」=シ バによる人 工産卵床を実際に見せるこ

とで、山と海の繋がりを実感させることができる。

2.5福 井 県 三 国の里 海

松 田(雄 島漁協・米が脇支所)は 、三国における海

女の高齢化に伴う里海様相の変化を報告 した。雄 島

漁協の海女たちは春の岩ノリから初夏のワカメ、盛 夏

のウニ・サザエ獲 りと続く漁業活動を、岩磨き・アマモ

刈り取りなどの人手をかける作業と同時に行ってきた。

しかし、海女の高齢化と後継者不足は人手を加える

作業を不可能 にし、生態系を変化 させ、生産性を低

下させ、地先の海が里海の体をなさなくなってきてい

る。

松 田はめんめんと守 られてきた里海からの恩恵を

享受するだけでなく、その海 を守 り・伝 える責任や役

割を、現役の海 女を初めとする漁業者と地域の人 々

の理解と協力を得ながら進めようとしている。具体的

には漁場 の一部を有料で市 民に開放 し、ワカメ・ウ

ニ・サザエなどの漁獲を許す事業を行おうとしている。

そのことで、市民を漁業活動の一部に加えたいと考え

ている。

松 田の里海 は「海から恩恵を享受するだけでなく、

その海を守り・伝える責任や役割を、漁業者・地域 の

人たちが理解し、協力しながら活動する誇りの海」とい

うものである。

2.6東 京 湾 の里海

金萬(東 京湾に打瀬船を復活させる協議会)は 豊

穣で美しかった東京湾を慕い、見た目の美しいシンボ

ルとして打瀬船を復活させようとしている理 由を以 下

のように述 べた。日本 の伝統 である木造船技術の継

承、森林資源を保全するための木造船建造 、藻エビ

漁場の再生 、風という自然エネルギー利用漁業 によ

る乱獲防止、子供たちを打瀬船 に乗せ、海洋環境教

育を行う。金萬は盤 洲干潟の保全を目指したNPO法

人盤洲里海の会の活動を基に、この協議会を立ち上

げた。

平成16年 に立ち上げられたNPO法 人 ・盤洲里海

の会では、漁民を中心に、天 日によるアサクサノリ復

活、干潟観察・探検、江戸前の生物(ハ マグリ・アオギ

ス)の復活、干潟から源流の林業へのエコツーリズム、

などを行ってきていた。

金萬の里海 は「人間の心情に関わる郷愁や営み、

それらを連想させる海で、その地域の漁業者が生活

を営めるだけの漁業資源が確保され、それとは直接

関係のない市民が共生し、漁業資源以外の生物 ・植

物 ・景観を漁業者と話し合い・楽しむことができる海 」

というものである。

2.7青 森 県尻 屋 の里海

乾(水 土舎)は 、青森県尻 屋地区の漁村で、1911

年以来100年 近く継続している、1)荒廃した海岸植

生(魚 付林)の 再生、2)駒ケ岳噴火による火 山灰で磯

焼けになった海域の立縄式ロープによる藻場の再生、

3)コンブの採取禁止措置による藻場保全(拾 いコンブ

のみの漁獲i)、4)藻場の継続的モニタリング、5)ウニ移

植 による食圧の人為的コントロール、活動を紹介した。

そして、このような活動が「余暇を利用して励め」という

地域に根付いた三余会(16-42才 の青年漁師の組

織)の 哲学に基づいて行われていて、地域哲学という

思想が人間にとって最も重要であることを指摘した。

乾の里海定義は「地域ル ールに基づき、生物資源

を利 用している海で、結果として生産性と生物多様性

が高くなった海」というものである。

2.8隠 岐 の里 海

新井(海 藻研究所)は 「遷移が進行する過程 が人

手 により繰 り返される藻場」を狭義の里海、「そのよう

な経済活動により形成されてきた漁場や漁村の景観」

を広義の里海と定義している。

50年 前まで隠岐や出雲地方ではノコギリモクなど

の極相群落が竹竿に付けた大きな鎌で伐採 され、空

いた空間でワカメを増殖していた。また食用海藻であ

るアラメなどは鎌で茎が切られて採 藻され、藻場 に形

成されたギャップと藻場の境界付近に幼稚魚が蝟集

し、珪藻や海藻の芽が生育して、ウニやアワビの幼稚

仔の住む場所が形成されていた、ことを報告した。

里海としての藻場の管理技術は1950年 代までは

各地で継承されていたが、現在その技術 は失われっ

つある。一方、近年進んだ植物生態学の知見を応用

して、例えば、隠岐の砂地海底においては、極相を形

成する大型多年生海藻を藻食魚に採食させ、1年 生

のアカモク幼体が食害から守られることにより、投石礁

の実験 区でアカモク群落を形成するという実験 が成

功している。

2.9モ クとマツ

藻場で採集された海草・海藻 ・水 草は一般的には



モクと呼ばれるが、モクと陸上の「白砂青松」のマツに

は類似点の多いことを印南(愛 知大学)が 指摘した。

毎年安定して燃料としての松葉を採取するために、

マツは伐採しないよう地域で管理し、松葉は口明けを

決めて一斉に採集して平等に分配し、松葉の採集前

には毎年 下草刈りをしていたので、松林 は遷移せず

に維持できてきた。「青松」の景観は沿岸域の人々が

生活の必要からマツを選び、人手をかけて維持してき

た景観である。

印南の里海定義は「自然と文化をあわせて、生きて

いくために活用してきた海」というものである。

2.10福 島県 いわ き市 の里 海

瀬 戸山(ドキュメンタリスト)はいわき市の水産加工

業者は規格外れや商品価値の低い雑魚を地元港で

買い付 け、鮮 度 の良 いうちに手 間暇かけた加 工 品

(干し魚)に 仕上げ、地元の高齢者をベテランスタッフ

として雇うという地域密着型の加 工運営で、里海を維

持している、ことを報告した。

瀬戸 山の里海 定義は 「なりわいを補助的に支えら

れるように持続的に利用される海」というものである。ま

た人 間の生存権も永続 的に確保できるような工夫を

尽くして、そこでは 自然生態 系との折り合いをつける

必要もあることを指摘した。

3.共 有 と深 化

2章 で紹介した各地の里海は、それぞれ異なった

定義と異なった活動内容を持っている。しかし、それ

ぞれの定義は相反するものではなく、里海 の在り方の

それぞれの面を表現している。

松 田(瀬 戸内海研 究会議)は 「里海を排他的に定

義するのではなく、日本 にはいろいろな人と海の関わ

り方があるので、それぞれの里海 の定義があればよ

い」と述べ、金萬(東 京湾に打瀬船を復活させる協議

会)は 、「各地方や地域 により歴 史も海 の管理法も異

なるので、共通な里海概念 は不要で、それぞれ ロー

カルな合意形成 の中で、それぞれの里海が構築され

れば構わない」と述べた。

さらに、乾(水 土舎)は 「漁業者の減少により人 々に

よる地先海域の利 用が減ることにより、漁業との共生

の中で維持されてきた二次的 自然が荒廃しようとして

いる現在 、人々に警鐘 を鳴らす象徴として里海概 念

を普及させることが重要である」と指摘した。

4.お わ りに

今回のシンポジウムは里海をめぐる当事者の集まり

としては初めてのものであったが、参加者がそれぞれ

の沿岸海域保全の思 いを熱く述べ、現在必要とされ

ている里海概念の普及 に関する共通理解が得られた

ことが、基本的な成果である。

さらに、里海概 念の深化のために、人手と生物多

様性 の証明など今後の研究課題のいくつかも明らか

になった。その中で、1)里海創 生は自然科学の知識

だけでは不 可能で、地元の人 々・都 会の人々との沿

岸海域との関わりを含 めた人文科学・社 会科学の知

識も有効 に活用 しないと不可 能である、2)都 会の

人 々を海 に親 しませるために、運河 に人 工干潟など

を設け、小学生とともにそこの生態系の変遷をモニタ

リングなどをする海も都 市型里海として活用し、都会

の人々を里海創生に巻き込むことも必要ではないか、

というような意見が注 目された。

可能なら、数年後に再度 同様なシンポジウムを開

催し、日本の沿岸海域の変化を総括して、沿岸海域

の環境を保全するために私たちは何を為せ ばよいの

かを議論できればと考えている。

なお本研究は(独)科 学技術振興機構 ・社会技術研

究開発事業「科学技術と社会の相互作用」による「海域

再生(里 海創生)社 会システムの構築(研 究代表者:柳

哲雄)」の一部であることを付記する。
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